
中津市立大幡小学校

項  　目 内　　　　　容 実施するためのポイントや反省点

1 現  　状

・朝食を毎日食べる児童が９１．２％、食べている児童で
も単品食べの児童が３５．６％いる。
・嫌いなものを頑張って全部食べる児童５３．３％
・よくかんで食べない児童６％

＜目標＞好き嫌いなく全部食べる児
童６０％以上

2 課  　題

・朝食を食べない児童では、朝食を食べる時間がない、
食欲がない理由が多くなっている。
・嫌いなものを多く減らす児童が多い。
・よくかんで食べずに早食いする児童がいる。

3 対  　策

・朝ごはんの役割を知らせる。
・食べ物の栄養を知らせたり食べることに感謝の気持ち
を持たせる。
・よくかんで食べることの効果を知らせる。

4 ね ら い
・給食委員会の活動を通して、よくかんで食べる、好き嫌
いなくバランスよく食べる意欲を持つ児童の増加

5 実施内容
・朝の時間の学級指導
給食委員会の児童がレンジャーに変身して学級指導を
実施。

よく噛むことの効果、食べ物の働き
（朝食の働きも含む）の学級指導（職
員室）を給食委員会児童が行うこと
で、他の児童も興味をもって話を聞く
ことができた。

・給食時間の指導
学級担任、栄養教諭による指導
給食委員会児童による給食についての放送

レンジャー訪問後、学級で一斉に一
口３０回噛んで食べる、声かけを行う
などの指導を実施した。給食時間の
放送で、給食に携わっている人や食
べ物の命について放送を行った

・掲示板の活用
噛むことの効果、食べ物の働きなどを掲示

体験型の掲示や写真などで児童の
興味を引いた。また、ポスターなどを
校内８ヶ所に掲示し目につくようにし
た。

・お便りの配布（児童向け　保護者向け）
給食委員会の取り組みについて掲載 給食委員会の取り組みを具体的に掲

載し、児童や保護者へ働きかけた。

6 実施時期 ６月（食育月間）、１１月，１月（全国学校給食週間）
６月、１１月は朝の時間を活用したこと
で、当日の給食を題材にすることがで
きた。

7 対  　象 全校児童、教職員、保護者、（大幡幼稚園児童）

8
実施教科

実施場所等
各学級、職員室、掲示板 校内各所の掲示板にポスターなどを

掲示することで、振り返りにもなった。

9 実 施 者 給食委員会担当

10 協 力 者
給食委員会児童（５・６年生３５名）、教職員、（大幡幼稚
園）

児童が伝えることで、取り組みが印象
に残った。

11 実施の効果
よくかむことや、好き嫌いなくバランスよく食べる（朝食
摂取含む）ことを意識している姿が見えるようになった。 継続した指導が効果的である。

給食委員を活用して、よく噛んで食べる児童、好き嫌いなくバランスよく食べる（朝食摂取を含む）
児童を増やそう

　[ ○ ]食習慣、　[ 　 ]生活習慣、　[ 　 ]運動習慣
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○かみかみレンジャー６月食育月間

○掲示板の活用

給食委員会の児童６グループ総勢３５名が、

朝読書の時間に１ヶ月かけて「よくかんで食べ

よう」、「好き嫌いなく食べよう」の学級指導

を行いました。

保健委員会が

行う保健集会に

も食の分野でレ

ンジャーが登場

してクイズを出

しました。

給食コンテナ

室前や階段の掲

示板に、給食委

員会か指導に

使った内容の掲

示を行っていま

す。

○食育だよりの配布

（給食コンテナ室前 ６月） （給食コンテナ室前 常時）

給食委員会の取り組み

○保健集会 ７月１２月

（学年階段踊り場 常時）

（もぐもぐレンジャーのマーク）
○もぐもぐレンジャー１１月

食育だよりで、レンジャーの訪問を事前に予告

し、学級訪問後には活動の内容を児童や保護者へ

お知らせしています。
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津久見市立青江小学校

項  　目 内　　　　　容 実施するためのポイントや反省点

1 現  　状
・朝食をほとんど毎日食べる児童の割合は７０．６％
・内容は主食のみなどの単品が４９．９％

2 課  　題
朝食摂取率が低く、朝食内容は主食のみなどの単品で
すませている児童が約半数いる

3 対  　策
・簡単にできる朝食メニューや本を紹介する
・朝食の重要性を啓発する

4 ね ら い
PTA活動や読書活動をとおして朝食について啓発し、
朝食内容の充実につなげる

5 実施内容
ＰＴＡ委員長部主催の食育講演会実施
　親子で講演を聴き、ともに考える機会にする

家庭で食生活について話題にし、朝
食についての理解が深まった

ＰＴＡ委員長部発信で「ワントライ～親子で一実践～」
　食育についての一実践例の紹介

・家族でごはんクイズ　・ミニトマトの栽
培　・家族と料理をする　・食事での簡
単な仕事をする　・台所に立つ･･･な
どの取り組みがあった。

ＰＴＡ保体部主催の給食試食会実施
　朝食の効果や一工夫でバランスアップする献立例の
紹介

朝食の効果や献立の栄養バランスグ
ラフを示し、朝食の重要性について具
体的に提示

図書室に食育コーナーを設置し食育だよりで紹介
　食育コーナーに展示してある本を紹介
　簡単な朝ごはんの本などを紹介

簡単な朝ごはんの本を子どもが借り
て帰り、保護者と一緒に読む･･･など
の取り組みを行った。

6 実施時期 ６月の食育月間、夏休み、冬休み 毎月のお便りでも、通年で「朝食コー
ナー」掲載などが考えられる

7 対  　象 全校児童・保護者

8
実施教科

実施場所等
学級活動・図書室・給食委員会の掲示板・各家庭 親子講演会や親子で一実践とするこ

とで、家族での取り組みとなった

9 実 施 者 栄養教諭・図書支援員

10 協 力 者 ＰＴＡ委員長部・ＰＴＡ保体部 保護者発信ということもあり、取り組
みに広がりがもてた

11 実施の効果
・朝食をほとんど毎日食べる児童の割合が増加
（７０．６％→７７．４％）
・単品での朝食が減少（４９．９％→３５．７％）

朝食内容の充実のためには、保護者
の協力が必要なので、保護者との連
携を継続していく

　[ 〇 ]食習慣、　[ 　 ]生活習慣、　[ 　 ]運動習慣

　PTA活動や図書室と連携して、朝食内容の充実をめざそう
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食育講演会
「朝ごはんを食べるといいことがあるよ！！」
講師：山本 桃子先生

ワントライの取り組み
「親子で一実践！！」

〇ＰＴＡ保体部主催 給食試食会 食育講話
「すごいよ朝ごはん効果！！」

朝ごはんは必ず食べさせるようにして
いますが、栄養バランスまではなかなか
朝から考える余裕がなく、もう少し工夫
できるといいなと思いました。

・家族でごはんクイズ ・ミニトマトの栽培
・家族と料理をする ・食事での簡単な仕事をする
・ごはんづくり ・一日一回台所に立つ
・一日の食事で足りないものを家族で話そう
・親子で一緒に夕食作り

・朝ごはんを食べることの大切さが分かった
・講演会の内容について親子の会話でもりあがった
・日頃も会話しながら食事するようになった
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竹田市立南部小学校

項  　目 内　　　　　容 実施するためのポイントや反省点

1 現  　状
・夜食を毎日食べる、または週に4・5日食べる児童が
59％いる。
・朝食を一日でも欠食する児童が１１％いる

2 課  　題
・就寝前の間食を見直すことが課題。
・朝食を欠食すること、朝食の内容を考えさせたい。

3 対  　策
・遅い時間の間食の影響について考えさせる。
・朝食をとることの大切さを知らせる。

4 ね ら い
食育授業や給食指導をおこなうことで、
・夜食を食べる頻度を減らす。
・朝食を毎日食べる子どもを増やす。

5 実施内容
食育授業【７月】
・３～６年生の学級活動で『望ましい間食のとり方につい
て』の授業を実施した

・自分の間食のとり方を振り返ること
ができた。

生活チェック表【６月・１０月・１月】
・各学期ごとに取り組み期間を一週間設定した
・夕食後の間食を控えることを意識させた

・夕食後の飲食を全て好ま しくないと
するのではなく、飲食の時間や内容、
量まで、もっと詳細に検討して取り組
む必要がある

食育便り【毎月】
・間食のとり方、朝食について子どもと保護者に情報提
供をおこなった

配布する時は、学級担任にお願いし、
内容について学級で指導してもらっ
た

全校集会【９月】
・朝ごはんのはたらきや望ましい内容について

集会後には全校児童に感想や食生
活改善のためのめあてを書いてもらっ
た

6 実施時期 年間を通して実施
・間食のとり方については、夏休み前
に指導するのが望ましい
・継続的な指導が必要である

7 対  　象 全校・保護者

8
実施教科

実施場所等
特別活動、全校集会

9 実 施 者 栄養教諭

10 協 力 者 学級担任、教職員保体部
児童の委員会などを使い、子どもが
主体的に活動できれば、より効果的
であると考えられる

11 実施の効果

夕食後毎日、または週に4・5日、飲食習慣のある児童
の割合が14％減少した。（59％⇒45.5％）特に5月に
比べ、「毎日食べる」と答えた児童の割合が20％減少し
ていた。

　[ 〇]食習慣、　[ 　 ]生活習慣、　[ 　 ]運動習慣

正しい食習慣を意識させ、間食、朝食のとり方を見直そう。
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〈食育授業〉

〈食育便り〉

〈全校集会〉

『望ましい間食のとりかた』について３～６年生

で実施した。

・一日に摂ってもいい砂糖や油の量をみせたり、

実際におやつを選ばせる活動もおこなった。

・最後に、自分のおやつの食べ方を振り返り、

めあてを決めることができた。

配布する際には、担

任の先生にお願いし、

特に指導してほしい

内容について、帰り

の会等で扱ってもら

うようにした。

集会後には全校児童に感想を書いてもらい、

自分の食生活を振り返ることができた。内容～しっかり食べよう朝ごはん～

寝る前におやつを食べると朝起きられない、朝ごは

んが食べられない原因になるということも伝え、夜食

の習慣について見直すこともできた。
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中津市立大幡小学校

項  　目 内　　　　　容 実施するためのポイントや反省点

1 現  　状

・11時以降に寝る児童14.0%
・7時以降に起きる児童13.7%
・体調不良による保健室利用者に排便習慣が整ってい
ない児童が多い

＜目標＞
・11時以降に寝る児童を10%以下
・7時以前に起きる児童を90%以上

2 課  　題

・家庭の生活習慣による影響が大きい
・遅く寝て遅く起きる児童が固定化されており、朝の時
間がないことが食事や車での登校（運動不足）につな
がっていると思われる

3 対  　策
・全校集会の内容を学級指導でおさえる
・個別指導において体調不良が睡眠時間と関係してい
ることを実感させ、改善方法を考える

保健室連絡票や個別指導資料を連
絡帳に添付して、確実に保護者に届
ける

4 ね ら い
集会後の学級指導や保健室での個別指導を通して自
分の生活を振り返らせ改善方法を一緒に考える

一方的に生活時間を押し付けるので
はなく、個人の生活から改善できると
ころを見つけられるように支援する。

5 実施内容
保健室掲示板の活用
・病気の予防など健康維持のためには食・生活習慣・運
動が関係していることを知らせる

月目標に沿った掲示の中にヘルス
アップにかかわる内容を入れた

保健集会
保健委員会による集会で免疫力アップにも生活習慣が
影響していることを知らせる

感染症に感染しても発症しない免疫
力や軽くすむ体力をつけるよう指導し
た

委員会の児童による学級指導 子どもが伝えると児童の関心が高ま
るので生活リズムにしぼるとよかった

体調不良者への生活にかかわる問診と個別指導
生活の問題点を把握し生活リズムと
体調不良のかかわりを実感させ改善
を図る指導を行った

6 実施時期
・学期に1回
・保健室での個別指導は日常的に

委員会による集会と学級指導は学期
にそれぞれ一回

7 対  　象 全校・保護者・来室児童

8
実施教科

実施場所等
学活・保健室・保健室掲示板

保健室と食育掲示板が隣にあり、子
どもや来校者が合わせて見やすいの
で、共通テーマを決めるとよかった

9 実 施 者 養護教諭・担任
保健室での個別指導と集会後の資
料などを使った学級指導でポイントを
押さえた

10 協 力 者 保健委員会（5～6年生） 子どもがアニメキャラクターに扮して
伝えることで児童の関心が高まった

11 実施の効果
寒い時期のためか7時以降に起きる児童が増えたが
（13.7%→23％）11時以降に寝る児童は5年生のみ
やや減少していた（14.0%→12%）

学級指導に取り組んだ学年のみ数値
の改善が見られたので、やはり授業
の取り組みは必要と思われる

　[ 　 ]食習慣、　[ 〇 ]生活習慣、　[ 　 ]運動習慣

学級指導や保健室での個別指導を通して自分の生活を振り返り、生活リズムを整えよう
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〇保健室での個別指導 

複数配置による 2 人体制を生かして、体調不良による来室者全員に、問診票（※１）で生

活の聞き取りをし、必要に応じて資料を使って（※２）個別指導を行っている。子ども自身

が自分の生活を振り返り、生活のどこを見直し、何を改善すればいいのかがわかるような支

援をおこなっている。 

〇 （※１）食事や睡眠など生活リズムにか

かわることは、家庭の生活と深くかかわ

っているので、保護者の協力が得られる

ように指導した資料や問診票は担任を通

じて児童の連絡帳に添付し、保護者へ届

くようになっている。

頻回来室や生活リズムが関係していると

思われる場合は一週間の生活時間表をつ

けるなど詳しく生活の様子を振り返らせ

ている。

（※2）腹痛や気分不良の原因が便秘な

どの排便習慣の乱れであることはよくあ

る。その場合食生活や生活リズム、運動

による改善方法を個別指導している
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津久見市立青江小学校

項  　目 内　　　　　容 実施するためのポイントや反省点

1 現  　状

・就寝時刻が遅い児童の割合が高い。
（就寝時刻１０時以降
                     →全校：２７％、５年生のみ：５０％）
・ぐっすり眠れていない児童がいる。

2 課  　題
・睡眠の必要性についての理解の不足。
・就寝前までゲームをしている等、就寝前の過ごし方に
問題が見受けられる。

3 対  　策

・集会活動や掲示物等を通して、集団への睡眠指導を
行う。
・体育科における睡眠を主とした生活習慣指導。
・保健室来室者への個別指導を行う。

4 ね ら い
・自己の睡眠習慣について振り返り、改善していこうとす
る意識を養う。

5 実施内容

○保健集会「ホルモンのなぞ」の実施
保健委員会が、睡眠や栄養バランスについて考える内
容の読み聞かせを行い、「ねむるといいこと」を５つ紹介
した。

全校児童からは「これからは早く寝て
大きくなりたい」等の感想が出され、
十分な睡眠の必要性を知らせること
ができた。

○４年生体育科「育ちゆく体とわたし」での睡眠指導
「睡眠のメカニズム」「ぐっすり眠るコツ」の指導を学級
担任と行い、自己の生活習慣を振り返り、見直させた。

ワークシートを使って、自分の睡眠に
ついてのめあてを設定してチャレンジ
期間を設け、意識づけを図った。

○睡眠と体調の関係しらべグラフの活用
体調不良で来室した児童に、前日の睡眠時間をたずね
てグラフにシールを貼り、生活習慣見直しのきっかけとし
た。

シール貼りをきっかけとしながら、前日
の児童の様子などを把握することが
できた。これを元に個別指導ができ
た。

○掲示板やほけんだよりの活用
掲示板の掲示物、ほけんだよりを通して、児童、家庭へ
睡眠に関する啓発を行った。

家庭への啓発として、ＰＴＡ懇談用に
資料を作成し、担任に扱ってもらった。

6 実施時期 通年（保健集会、体育科指導は１１月）

7 対  　象 全校・保護者

8
実施教科

実施場所等
体育科・全校朝会時
体育館、４年教室、保健室

9 実 施 者 ４年生担任・養護教諭

10 協 力 者 児童保健委員会（５年生：５人、６年生：４人）

11 実施の効果

○指導を行った４年生では、「１０時以降に寝る」と答え
た割合が４０％→３１．８％に減少した。
○「早く寝るとすっきり起きれた」「寝る直前のゲームを
やめた」という児童の声が聞かれるようになった。

　[ 　 ]食習慣、　[ 〇 ]生活習慣、　[ 　 ]運動習慣

　特別活動や体育科、個別の保健指導を通して、自己の睡眠について考える。
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「からだの様子とすいみん時間の関係しらべ」

保健室に来室した子どもに主訴と昨夜の睡眠
時間をたずね、クロスしたところにシールを
貼る。
これを元に、生活の様子などを聞き、個別指
導につなげていった。

保健集会「ホルモンのなぞ」のよみきかせ

（眠るといいことの紹介）

偏食、夜更かし気味の主人公が睡眠の大切さに
気づき、すくすく育っていくという内容。
読み聞かせ後、「疲れをとる」「記憶を定着さ
せる」など眠るといいことを５つ紹介し、掲示板
に貼った。

４年生体育科「育ちゆく体とわたし」に

おける睡眠の指導

「睡眠のメカニズム」「ぐっすり眠るコ
ツ」について担任とＴＴで指導を行った。
ワークシートを用いて、質の良い睡眠を
つるための目標を立て、実践につなげた。

ほけんだより、掲示板を活用し、睡眠につい

ての啓発

「ほけんだより」に睡眠についての記事
をのせ、家庭で子どもと一緒に読んでも
らうよう呼びかけた。
掲示板にも睡眠に関する掲示をした。
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竹田市立南部小学校

項  　目 内　　　　　容 実施するためのポイントや反省点

1 現  　状
・毎日決めた時刻に寝る児童の割合が、４２．３％。
・毎日決めた時刻に起きる児童が６０．６％。

2 課  　題
・保護者が声かけをしなければ、守れない児童がいる。
・保護者の生活時間に影響を受けている児童がいる。

3 対  　策
・児童に「睡眠」の役割や必要性を知らせることで、「睡
眠」に対する意識を高める。
・保護者への啓発と協力を得る。

4 ね ら い
「生活の約束チェック」週間の取り組みや保健集会を通
して、生活習慣を見直し、改善への意識を高める。

5 実施内容
「南小っ子　生活の約束」の配布
　・年度当初に親子で、生活時間を決め、家庭内の見や
すい場所に掲示する。

家庭での活用の程度が把握できな
い。

「生活の約束チェック」週間の取り組み
　・各学期に１回、一週間実施する。
　・目標時間を親子で設定し、チェックする。

目標時刻の設定に関して、低・高での
目安となる睡眠時間を提示すると良
い。

保健集会～睡眠の大切さをしろう～の実施
　・内容が理解しやすいように劇にし、睡眠の働きを視覚
化させる。

睡眠の意義やその効果を視覚化した
ので、低学年にも分りやすかった。

保健室通信による啓発
 ･学級指導として活用する｡
 ・毎月発行し、「睡眠」に関する情報を載せる。

・保護者の睡眠に対する意識が高
まった。
・継続的な啓発や指導が必要であ
る。

6 実施時期
･生活の約束チェック･･･６月･１0月･１月
･保健集会･･･７月

「生活の約束チェック」週間の取り組
み結果を学級毎に集計し、学期末
PTAの資料として活用できた。

7 対  　象
・生活の約束チェック・・・児童・保護者
・保健集会・・・全学年

8
実施教科

実施場所等
・生活の約束チェック・・・各家庭
・保健集会・・・全校が集まれるホール

9 実 施 者 児童保健委員会、養護教諭

10 協 力 者 ・教職員保体部
「生活の約束チェック」の取り組みで
は、一人に負担がいかないように、全
員で分担して取り組んだ。

11 実施の効果

・「決めた時刻に寝る」が毎日守れた児童の割合が若
干増加した。（４２．３％→４４．６％）
・「決めた時刻に起きる」は、毎日守れた児童の割合が
減少した。（６０．６％→５３．２％）

帰宅後の過ごし方や休日、塾や習い
事のある日の過ごし方に課題が残
る。

　[ 　 ]食習慣、　[ ○]生活習慣、　[ 　 ]運動習慣

「睡眠時間」を意識させ、生活改善を図ろう。
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       ○｢生活の約束｣チェック週間の取り組み       

 

【実施方法】  
     ・各学期に一回実施する。  
    ・実施するに当たり、事前に子どもが保護者と一緒に、｢起きる時刻｣｢寝る時刻｣ 
    ｢学習時間｣｢メディア視聴時間｣を決め、一週間取り組む。取り組みが終わったら、  

     保護者に感想や意見を記入してもらい学校へ提出する。  
       ・学級毎に集約したものは、期末 PTA の学級懇談会の際に、資料として活用し、  
     保護者の啓発に役立てている。  
 

    ○保健集会 ～睡眠～  
     
 
 
 
 
 
 
 

 保健集会では、子どもの生活課題からテーマを         
決め、視覚を通してインパクトを与えるものになるように工夫している。  
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中津市立大幡小学校

項  　目 内　　　　　容 実施するためのポイントや反省点

1 現  　状
運動やスポーツをすることがすきな児童
　（すき、ややすき85％）

＜目標＞・運動やスポーツをすること
がすきな児童90％以上

2 課  　題
運動やスポーツをすきではない児童
　（あまりすきではない、きらい15％）

運動やスポーツをすきではない児童
は694名中104名と多い

3 対  　策 体育授業の工夫とスクールヘルスアップ事業との連携
栄養教諭、養護教諭との連携
教職員の授業力アップ
（体育スポ）

4 ね ら い
体力向上を図り、主体的に運動に取り組む子どもの育
成 体育専科教員が主体的に動く

5 実施内容 なわとびチャレンジやパワーアップトレーニングの取組
授業のはじめに、なわとびチャレンジ
やパワーアップトレーニングを1年間
継続する。

振り返りの時間の取組 授業の最後に振り返りの時間を確保
して学びを深くする。

栄養教諭との連携 体育授業における食育の視点から栄
養教諭の温かい声かけを実施。

体力アップ・カルテの取組 自分自身を正確に知ることができた。

6 実施時期
なわとびチャレンジやパワーアップトレーニング、振り返
りの時間の確保は年間を通して実施。

栄養教諭との連携や体力アップカル
テの取組は必要に応じて実施

7 対  　象 全校児童

8
実施教科

実施場所等
体育授業（運動場や体育館、教室等）

9 実 施 者 体育専科教員・担任 体力向上の取組とリンクさせること

10 協 力 者 栄養教諭・養護教諭 栄養教諭・養護教諭と常日頃から情
報交換をすること

11 実施の効果
高学年（４～６年）では運動やスポーツをすることは好き
ではない児童の割合が減少傾向（５月53名→12月46
名）

低学年（１～３年）では運動やスポー
ツをすることは好きではない児童の割
合が増加傾向（５月32名→12月46
名）運動で児童がどこまで達成感を
感じているかが課題である

　[ 　 ]食習慣、　[ 　 ]生活習慣、　[ ○ ]運動習慣

運動やスポーツで汗を流すことを通して、運動やスポーツの必要性や達成感を知り、運動習慣を身につける
ことができる
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○運動習慣の実践内容 

                     

 

 

 

 

 

 

                     

 

なわとびチャレンジ：年間を通して    パワーアップトレーニング    

授業の導入部になわとびにチャレンジ ：年間を通して授業の導入部にバランスのよい様々なトレーニングを継続           

  ○運動の習慣化への一翼       ○神経系を刺激するアジリテｲ 

                                                          

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                               

体力アップ・カルテの取り組み 

                  ○自分自身を正確に知る 

 

○工夫したこと 

                                                                    

 

 

 

 

 

 

スクールヘルスアップ事業との連携 ：栄養教諭・養護教諭との連携        振り返りの時間：学びを深くする 

○体育授業において食育の視点から栄養教諭の児童への温かい声かけ       ○友だちをほめる、新しい発見、で

きるようになったこと（みんな学び） 

 

                                   

 

 

 

 

 

 

○ワークシートを使って友だち学び       ○バデｲと友だち学び     ○ホワイトボードで作戦会議（みんな学び） 

体育・スポーツが好きな児童を目指す→自分学び・友だち学び・みんな学び（アクテｲブラーニング） 
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津久見市立青江小学校

項  　目 内　　　　　容 実施するためのポイントや反省点

1 現  　状
半数の児童が運動やスポーツが「すき」で「やや好き」
を合わせると８０％近くになるが、「きらい」「あまり好き
ではない」が２０．６％みられる

2 課  　題
運動やスポーツをすることが「きらい」と感じている児童
が８．８％みられる

3 対  　策
・「縦割り班あそび」や「体力向上タイム」「青江小オリジ
ナルトレーニングプログラム」などの活動を継続して行う

4 ね ら い
体を動かすことの楽しさを味わい、運動やスポーツが好
きになる

5 実施内容
体力向上タイム
　毎週水曜日の昼休みは外遊びを推奨する

体力向上タイムが定着しており、元気
に外遊びをする姿がみられる

縦割り班長縄跳び
　中休みや昼休みを利用した練習で、高学年が低学年
の見本になり、跳び方の苦手な子に教える

長縄跳び大会に向けて練習を続ける
につれて記録が伸び、個々の成長も
みられた

青江小オリジナルトレーニングプログラム（Ａ５）
　体育の授業の冒頭、ラジオ体操後の５分間を使い継続
して行う

今年度は「上体起こし」を重点項目と
し、その他いくつかの運動から１つ以
上を組み合わせて行った

6 実施時期 通年　（長縄は冬期）

7 対  　象 全児童

8
実施教科

実施場所等
体育・中休み・昼休み、運動場・体育館

9 実 施 者 体育主任

10 協 力 者 全教員 全教職員で共通理解して行えた

11 実施の効果
運動やスポーツをする事が「すき・やや好き」が増え（７
９．４％→８７．１％）、「きらい・ややきらい」が減った（２
０．６％→１２．９％）

継続して行うことで、運動やスポーツ
に対する意識とともに体力の向上も
みられる

　「縦割り班あそび」などの活動を通して、運動が好き・やや好きと答える児童を増やそう

　[ 　 ]食習慣、　[ 　 ]生活習慣、　[ 〇 ]運動習慣
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〇体力向上タイム

〇縦割り班活動

ナルトレーニングプログラム」では、ラジオ体
操後５分間を使って、今年度は「上体起こし」
を重点項目とし、その他いくつかの運動から１
つ以上組み合わせて行った。

高学年が低学年を優しくリードして
楽しく体を動かす姿がみられる

毎週水曜日の昼休みは
外遊びを推奨する

- 20 -



竹田市立南部小学校

項  　目 内　　　　　容 実施するためのポイントや反省点

1 現  　状
外遊びや進んで運動する児童が71.3％にとどまってい
る。

2 課  　題 校舎内で過ごすことが多い児童の運動量が少ない。

3 対  　策
・週2回集会時にパワーアップタイムを行う。
・昼休みに外に出る環境を作る。

4 ね ら い
パワーアップタイムでの活動を通して、基礎的な運動感
覚を養い、体を動かす楽しさを感じることができる。

5 実施内容
春季・夏季の取り組み
縦割り班を利用した固定施設めぐり

多様な運動を取り入れることで、基礎
的な運動感覚を養うことができた。

秋季の取り組み
全学年での10分間走

個人目標を設定して取り組んだこと
で、休み時間に外に出て走る子ども
がいた。

冬季の取り組み
短縄での持久跳び・技跳び・リズム跳びの練習
縦割り班による8の字跳び

・休み時間にもリズム跳びの曲を流
し、練習できるようにした。
･ジャンピングボードを運動場に用意
することで休み時間練習する子ども
が増えた。

6 実施時期 週２回（火・木）の集会時

7 対  　象 全校

8
実施教科

実施場所等
運動場

9 実 施 者 体育専科教員

10 協 力 者 全教職員 全教職員で共通理解し、取り組むこと
ができた。

11 実施の効果
休み時間に「外遊びや進んで運動する」と答えた子ども
が5月に比べ１０％増加し、８０．９％になった。

　[ 　 ]食習慣、　[ 　 ]生活習慣、　[ ○ ]運動習慣

パワーアップタイムで体を動かし、運動習慣を身に付けよう。
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【春季・夏季のパワーアップタイム】

＜固定遊具めぐり＞
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写

真
 

         

課
題

：
自

分
が

よ
り

よ
く

育
つ

た
め

に
は

、
ど

ん
な

生
活

を
心

が
け

た
ら

よ
い

の
か

な
？

 

学
習

活
動

 
指

導
・
支

援
 
 

○
Ｔ
１

 
指
導
・

支
援
 
○

Ｔ
２

 
評

価
及
び

備
考

 
 

  
               ○

食
事
・
運

動
・
睡

眠
の

3
点
に

つ
い

て
ま

と
め

を
板

書
に
位

置

づ
け
る
。

 

に
強
い

骨
づ

く
り

を
し

て
お

か
な

い
と
、

大
人

に
な

っ
て

か
ら

骨
の

病
気
（

骨
粗

鬆
症

）
に

な
る

お
そ

れ
が
あ
る
こ

と
を
知
ら

せ
る

 
 T2

：
養
護
教

諭
【
休

養
・
す
い
み

ん
】

 
◎

 十
分
に
睡

眠
を
と

る
こ
と
は

、

疲
れ
を

と
る

意
味

で
大

切
で

あ
る

こ
と
や

、
実

際
に

筋
肉

や
骨

が
つ

く
ら
れ

る
の

は
眠

っ
て

い
る

間
で

あ
る
こ

と
を

知
ら

せ
る

。
成

長
ホ

ル
モ

ン
が

し
っ

か
り

分
泌

す
る
よ

う
に
、
毎

日
同
じ

時
間

に
寝

る
よ

う
に
勧

め
る

。
ブ

ル
ー

ラ
イ

ト
が

眠
り

を
浅

く
す

る
こ

と
を

知
ら

せ
、
寝
る

１
時
間

前
に

は
テ

レ
ビ

や
ゲ
ー

ム
を

し
な

い
こ
と

を
勧
め

る
。

 
    

       睡
眠
グ
ラ
フ

 

活 用
 

15
 

分
 

    

３
．
自

分
の

生
活

を
見

直
し

改
善

案
を

考
え

る
。

 

○
班

で
自

分
や

友
だ

ち
の

生
活

を

見
直
し

、
改
善

案
を
考

え
さ
せ
る

。 
○

班
で

、
改
善

案
を
交

流
さ
せ
る

。 
例

 
・

好
き
嫌

い
せ
ず

に
食
べ

る
。

 
・

運
動
を

い
っ
ぱ

い
す
る

。
 

・
寝
る
前

に
ゲ
ー

ム
を
し

な
い
。

 
○

改
善
案

を
発
表

さ
せ
る

。
 

 

○
机
間

巡
視

し
ア

ド
バ

イ
ス

を
す

る
。

 
 

ワ
ー
ク
シ
ー
ト

 

・
赤
付
箋
に
友
達
へ
の
ア

ド
バ
イ
ス
を
書
か
せ
る
。

 

・
青
付
箋
に
友
達
の
ア
ド

バ
イ
ス
を
参
考
に
し
な
が

ら
自
分
の
生
活
の
改
善
案

を
書
か
せ
る
。

 

 

ふ り 返 り
 

10
 

分
 

４
．
学

習
の

ふ
り

返
り

を
す

る
。

 
○

 本
時

の
学

習
で

分
か

っ
た

こ

と
を
書
か

せ
る
。

 
    

〇
振
り
返
り

の
支
援
を

す
る
。

 
ワ
ー
ク
シ
ー
ト

 

 

〇
自

分
の

生
活

を
振

り
返

り
、
改

善
し

よ
う

と
す

る
意

欲
を

持
て

た
か

。
 

【
思

考
・

判
断
】
 

ま
と

め
 

●
毎

日
バ

ラ
ン

ス
よ

く
食

べ
る

。
 

●
毎

日
体

を
外

で
う

ご
か

す
。

 

●
毎

日
同

じ
時

間
に

ぐ
っ

す
り

ね
る

。
 

好
き

嫌
い

せ
ず
に
食
べ
て

、
毎
日

運
動

を
し
て
、
す
い

み

ん
を

し
っ

か
り
と
る
と
い

い
。
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ワークシート　育ちゆく体と私

　　年　　　組　名前　　　　　　　　　　　　

１．生活調べの「はい」の数だけ、右側のマークをスタートからぬりつぶしましょう。

３つのポイント はい いいえ

 
 
 
 

 

 

☆

☆

☆

２．これから自分がよりよく成長するためにしようと思うことを書きましょう。

運
動

体をうごかす

・毎日続けている。

・外で遊んでいる。

・歩いて登校している。

す
い
み
ん
・

休
養 ぐっすりねる

・太陽の光に当たっている。

・ねる前にゲームやテレビを見ていない。

・毎日同じ時間にねている。

よりよく育つための生活

【生活調べ】

質問

食
事

バランスよく
食べる

・たんぱく質をふくむ食品を食べている。

・カルシウムをふくむ食品を食べている。

・ビタミンをふくむ食品を食べている。

休養

すいみん

スタート

運動

食事

 
 
 

 
 

 

☆
☆

☆

ぬりつぶした外側のマークを

線でつないでみよう。

どんな三角形ができるかな？

 

ワ
ー

ク
シ

ー
ト

　
育

ち
ゆ

く
体

と
私

　
　

年
　

　
　

組
　

名
前

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　

３
つ

の
ポ

イ
ン

ト
は

い
い

い
え

      ☆ ☆ ☆

２
．

自
分

や
友

達
の

生
活

を
見

て
、

改
善

案
を

考
え

ま
し

ょ
う

。

3
.今

日
の

学
習

の
ふ

り
か

え
り

を
し

ま
し

ょ
う

。

す い み ん ・

休 養

・
た

ん
ぱ

く
質

を
ふ

く
む

食
品

を
食

べ
て

い
る

。

・
カ

ル
シ

ウ
ム

を
ふ

く
む

食
品

を
食

べ
て

い
る

。

・
ビ

タ
ミ

ン
を

ふ
く

む
食

品
を

食
べ

て
い

る
。

・
毎

日
続

け
て

い
る

。

・
外

で
遊

ん
で

い
る

。

・
歩

い
て

登
校

し
て

い
る

。

ぐ
っ

す
り

ね
る

・
ね

る
前

に
ゲ

ー
ム

や
テ

レ
ビ

を
見

て
い

な
い

。

・
毎

日
同

じ
時

こ
く

（
　

　
　

時
）

に
ね

て
い

る
。

・
太

陽
の

光
に

当
た

っ
て

い
る

。よ
り

よ
く
育

つ
た

め
の

生
活

質
問

【
生

活
調

べ
】

食 事 運 動

バ
ラ

ン
ス

よ
く

食
べ

る

体
を

う
ご

か
す

１
．

生
活

調
べ

の
「

は
い

」
の

数
だ

け
、

右
側

の
マ

ー
ク

を
ス

タ
ー

ト
か

ら
ぬ

り
つ

ぶ
し

ま
し

ょ
う

。 す
い
み
ん

休
養

ス
タ
ー
ト

運
動

食
事    

 
 

 
☆

☆
☆

赤
ふ

せ
ん

：
友

達
の

生
活

や
改

善
案

を
見

て
ア

ド
バ

イ
ス

を
書

き
ま

し
ょ

う
。

青
ふ

せ
ん

：
自

分
の

生
活

を
振

り
返

り
、

改
善

案
を

書
き

ま
し

ょ
う

。
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第
４
学
年
 体

育
科
(保

健
)学

習
指
導
案
 

 
 

 
津
久
見
市

立
青

江
小
学
校
 

 
 
 

 
授

業
者
 
担
任

 
新

納
 
民
雄
（

Ｔ
１
）
 

 
体

育
専
科
教
諭

 
井

上
富
士
久
（

Ｔ
２
）

 
栄

養
教
諭

 
安

部
 
泰
子
（
Ｔ

３
）

 
養

護
教
諭

 
天

畠
 
千
冬
（
Ｔ

４
）

 
１

 
単
元
名
 
 
 
す
く
す
く
育
て
わ
た
し
の
体

 
 

２
 
単
元
の
指
導
目
標

 
 

○
 
体
を
よ
り
よ
く
発
育
・
発
達
さ
せ
る
た
め
の
方
法
に
関
心
を
持
ち
、
進
ん
で
学
習

に
取
り
組
も

う
と

す
る
。（

関
心
・

 
意
欲
・
態
度
）

 
○
 
体
の
発
育
・
発
達
に
つ
い
て
、
自
分
の
生
活
を
振
り
返
り
な
が
ら
課
題
を
見
つ

け
、
自
分

に
合

っ
た
解
決
の
方
法
を

考

え
た
り
判
断
し
た
り
す
る
。（

思
考
・
判
断
）

 
○
 
体
の
よ
り
よ
い
発
育
・
発
達
に
は
、
調
和
の
と
れ
た
「
食
事
」、

適
度
な
「
運
動

」、
適
切
な
「
休
養
や

睡
眠
」
を
か

か

わ
り
合
わ
せ
て
生
活
す
る
こ
と
が
大
切
な
こ
と
を
理
解
す
る
こ
と
が
で
き

る
。
（
知
識
・
理
解

）
 
 
 
 

 
 ３

 
こ
の
単
元
に
か
か
わ
る
児
童
の
実
態

 
 
 
３
年
生
で
は
、
健
康

の
大
切
さ
を
認
識
し
、
バ
ラ
ン
ス
よ
く
食
べ
る
こ
と

に
つ

い
て
学

習
を

し
て
い
る
。

 
１
学
期
に
行
っ
た
食
生
活
等
実
態
調
査
で
、
本
単
元
（
食
事
・
運
動
・
休
養
や
睡
眠

）
に
か
か
わ
る

子
ど

も
た
ち
の
実

態
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
（
本
単
元
に
関
係
あ
る
部
分
の
み
抜
粋
）

 
 

質
 
 
問
 
 
項
 
 
目

 
A 

B 
C 

D
 

１
 

朝
食
は
食
べ
ま
す
か

 
毎
日
食
べ
る

 
時
々
欠
か
す

 
全
く
食

べ
な

い
 

81
.8
％

 
18

.1
％

 
0％

 

２
 

朝
食
の
内
容
は

 
主
食
･主

菜
・

汁
 

主
食
・
主
菜

又
は
汁

 
単
品
の
み

 

26
.3
％

 
36

.8
％

 
36

.8
％

 

３
 

き
ら
い
な
食
べ
物
が
あ
る
人
は
、

給
食
で
は
ど
う
し

て
い
ま

す
か

 

が
ん
ば
っ
て

全
部
食
べ
る

 
少
し
だ
け
食

べ
る

 
全
く
食
べ
な

い
 

嫌
い
な
食
べ

物
は
で
な
い

 
72

.7
％

 
27

.3
％

 
0％

 
0％

 

４
 

運
動
や
ス
ポ
ー
ツ
を
す
る
こ
と
は
好
き
で
す
か

 
好
き

 
や
や
好
き

 
あ
ま
り
好
き

で
な
い

 
き
ら
い

 

68
.1
％

 
18

.2
％

 
4.

5％
 

9％
 

５
 

学
校
の
授
業
以
外
で
運
動
（
外
遊
び
も
含
む
）
を
一
週
間
に
ど

の
く
ら
い
し
て
い
ま
す
か

 
５
日
以
上

 
３
～
４
日

 
１
～
２
日

 
し
て
い
な
い

 

59
％

 
31

.8
％

 
9.

2％
 

0％
 

６
 

寝
る
時
間
は
い
つ
も
何
時
頃
で
す
か

 
10

時
前

 
10

時
以
降

 

72
.7
％

 
27

.3
％

 
  

毎
日
朝
食
を
食
べ
て
い
る
か
に
つ
い
て
は
、
８
割
の
子
ど
も
が
食
べ
て
い
る

。
一

方
で

２
割
近

く
の
子

ど
も

が
時
々

欠
か

し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
ま
た
、
内
容
に
つ
い
て
は
、「

主
食
･主

菜
・
汁
」
と
望

ま
し
い

形
は
少
な
く

、「
主
食

の
み
」
か

「
お
か
ず
の
み
」
な
ど
単
品
の
朝
食
で
す
ま
せ
て
い
る
実
態
が
多
く
、
気
に
な

る
。
ま
た
、
給
食
で
苦
手
な

食
べ

物
が
あ

る
と

き
、「

が
ん
ば
っ
て
全
部
食
べ
る
」
が
７
割
で
、
３
割
近
く
の
子
ど
も
が
、
量
を
減

ら
す
な

ど
し
て
「
少
し

だ
け

食
べ
る

」
実

態
が
あ
る
。

 
 

運
動
に
つ
い
て
は
８
割
以
上
の
子
ど
も
が
肯
定
的
に
捉
え
て
お
り
、
体
力
向

上
タ

イ
ム

な
ど
の

取
り
組

み
も

あ
り
９

割
以

上
の
子
ど
も
た
ち
に
運
動
習
慣
の
定
着
が
見
ら
れ
る
。
運
動
（
外
で
遊
ぶ
）
を
す

る
と
体
に
は

ど
ん
な
い
い
こ
と
が

あ
る

か
、

休
み
時
間
に
外
で
遊
ぶ
こ
と
の
よ
さ
に
つ
い
て
、
さ
ら
に
考
え
て
い
き
た
い
。

 
 

就
寝
時
間
に
つ
い
て
は
、
７
割
の
子
ど
も
が
１
０
時
ま
で
に
就
寝
し
て
い
る

が
、

１
１

時
を
過

ぎ
る
子

ど
も

も
見
ら

れ
る

こ
と
か
ら
、「

適
切
な
休
養
や
睡
眠
時
間
」
を
確
保
す
る
た
め
、
毎
日
何
時
ま
で

に
就
寝
す
れ

ば
よ
い
か
を
考
え
さ

せ
る

こ
と

で
望
ま
し
い
生
活
習
慣
に
つ
い
て
も
考
え
さ
せ
た
い
。

 
子
ど
も
た
ち
の
学
校
で
の
様
子
を
見
て
み
る
と
、
朝
遅
刻
し
て
く
る
子
ど
も
は

ほ
と
ん

ど
な
く

、
き

ち
ん
と

起
き

る
こ

と

が
で
き
て
い
る
が
、
健
康
観
察
で
「
頭
が
痛
い
」
や
「
ふ
く
ら
は
ぎ
が
痛
い
」
な
ど

と
訴

え
る
子

ど
も

も
多
く
い
る
。
中

に
は

土
、
日
曜
日

に
十

分
休
養
を
と
れ

ず
に
、
社
会
体
育

の
疲
れ

を
も
ち
こ
す

様
子

も
見
ら
れ
る
。
給
食
に
関

し
て

は
個
人

差
が
あ

り
、
毎
日
の
よ
う
に
量
を
減
ら
す

子
（

好
き
嫌
い
、
食
が
細

い
）
も
い
れ

ば
、
た
く
さ
ん
お

か
わ

り
す
る
子
も
い

る
。
バ
ラ
ン

ス
良
く
食
べ
る

こ
と
が
望
ま
し
い

事
だ
と
分
か
っ
て
は

い
る

が
、
ま
だ

、
身

体
に

と
っ
て
大
事

な
栄
養
素
は
何

か
や
、
食

べ
る

量
を
意
識
し
た

自
ら
の
食
行
動
の

変
容
に
ま
で
は
至
っ

て
い

な
い
。

 
よ
り

よ
く

成
長
し
、
健
康

に
過
ご
す
た

め
に

、
具
体
的

に
何

が
必
要

か
考

え
、
ど
う

行
動

す
る
か
と
い

う
実
践
力
は
、
ま
だ

身
に
つ
い
て
い

な
い
と
思
わ
れ
る

。
 

 ４
 
食
育
の
視

点
 

 
（

心
身

の
健
康
）
望
ま

し
い

栄
養
や
食
事

の
と
り
方
を
理
解

し
、
体
の
発
育

・
発

達
に
は

調
和

の
と
れ
た
食
事

が
必

要
 

で
あ

る
こ
と
を
知
る
。

 
 

 
（
食
の

重
要

性
）
バ
ラ

ン
ス
の

と
れ

た
規
則
正
し
い

食
事

が
、
体
の

成
長
や
健
康
の
保
持

増
進
に
重
要
で
あ
る

こ
と

を
理

解
す

る
。

 
 ５

 
単
元
指
導

計
画
（
全
３
時
間

）
 

 ６
 
本
時
案
（

２
／
３
）

 
（

１
）
題

目
 

 
す
く
す
く
育

て
 
わ
た
し
の
体

 
 

（
２
）

主
眼

 
 

体
を

よ
り
よ

く
発

育
・

発
達

さ
せ

る
た

め
に
は

、
バ

ラ
ン

ス
の

と
れ

た
食
事

や
適

度
な

運
動

を
す

る

こ
と

が
望

ま
し
い
こ
と
を
理
解

し
、
実
践
へ

の
意

欲
を
持
つ
こ

と
が
で
き
る
。

 
 

 
（
３
）
食

育
の
視
点

 
 

 
 
 
（

食
の

重
要
性
）
バ
ラ
ン

ス
の

と
れ
た
規
則
正

し
い

食
事
が
、
体
の
成
長
や
健
康
の

保
持
増
進
に
重
要
で

あ
る

こ
と

を
理

解
す
る
。

 

時
 

学
 

習
 
活
 
動

 
指
導

上
の
留
意
点

 
評
価

（
方

法
）

 

１
 

・
す

く
す
く
育
て
 
わ
た

し
の
体

 
○め

体
を
「

よ
り
よ
く
成
長

さ
せ
る

」
た

め
に
は

何
が
必
要
か
知

ろ
う

。
 

○ま
体
の

成
長
に
必
要
な

こ
と

は
食
事
・
運
動
・

休
養
・
睡
眠
に

ま
と

め
ら
れ
る
。
 

わ
た

し
た
ち
の
体
は

生
ま

れ
て

か
ら

ど
の
よ
う
に
変

化
し

て
い

る
か

を
考
え
さ
せ
る

。
ま

た
、

今
後

ど
の
よ
う
に
な

っ
て

い
く

か
を

予
想
さ
せ
る
こ

と
で

、
体

を
よ

り
よ
く
発
育
・

発
達

さ
せ

る
た

め
に
は
何
が
必

要
か

を
考

え
さ

せ
る
。

 

よ
り

よ
く

成
長
す
る
た
め

に
必

要
な

こ
と

を
考
え
、
「
食

事
」

「
運

動
」
「
休
養
・

睡
眠

」
に

関
す

る
こ

と
に
ま
と
め
る

こ
と

が
で

き
て

い
る
。

 

２
 

○め
体
の

よ
り
よ
い
成
長

の
た

め
に
食

事
・

運

動
で
は
ど
ん
な

こ
と

が
大
切
か
考

え
よ
う
。

 
○ま

体
が

よ
り

よ
く

成
長

す
る

た
め

に
は

、
バ

ラ

ン
ス

の
と

れ
た
食

事
・
て
き

度
な

運
動
が
大

切

で
あ

る
。

 
○ふ

今
の

自
分

を
振

り
返

り
、

体
の

よ
り

よ
い

成
長
の
た
め
に

、「
食

事
」
と
「

運
動

」
で

自

分
が
と
り
く
み

た
い

事
を
考
え
、
ワ
ー
ク
シ

ー
ト
に
書
く
。

 

「
食

事
」「

運
動
」

な
ど
、
体

を
成

長
さ
せ
る
た
め

に
必

要
な

事
柄

を
、
体
は
食
べ

物
で

で
き

て
い

る
こ
と
や
日
頃

の
給

食
の

食
べ

方
に
目
を
向
け

さ
せ

た

り
、

実
際
に
体
を
動

か
し

た
り

し
て

理
解
さ
せ
る
。

 

体
の

よ
り

よ
い
成
長
の
た

め

に
、
「
食
事
」
と
「

運
動

」
の

視
点

で
、

今
の
自
分
を
ふ

り
か

え
り

、
自

分
が
と
り
く
み

た
い

事
を

考
え

、
ワ
ー
ク
シ
ー

ト
に

書
い

て
い

る
。

 

３
 

○め
体
の

よ
り
よ
い
成
長

に
、
「
休
養
・

睡
眠

」

が
必
要
な
わ
け

を
知

ろ
う
。

 
○ま

体
の

よ
り
よ
い
成
長

に
は

、
適
切

な
休

養
・
睡
眠

が
必

要
で
あ
り
、「

食
事
」「

運

動
」
「
休

養
・
睡
眠
」
は

深
く
つ

な
が
っ
て

い
る
。

 
○ふ

今
の

自
分
を
振
り
返

り
、

体
の
よ

り
よ

い

成
長
の
た

め
に

、「
休
養

・
睡
眠

」
で
自
分

が
と
り
く

み
た

い
事
を
考
え
、
ワ

ー
ク
シ

ー
ト
に
書

く
。

 

「
休

養
・
睡
眠
」
の

重
要

性
に

つ
い

て
理
解
す
る
と

と
も

に
、

体
の

よ
り
よ
い
成
長

の
た

め
に

は
、
「
食
事

」「
運
動

」「
休

養
・

睡
眠
」
が
深
く

関
わ

っ
て

い
る

こ
と
を
理
解
さ

せ
る

。
 

体
の

よ
り

よ
い
成
長
の
た

め

に
、
「
休
養
・
睡
眠

」
の

視
点

で
、

今
の

自
分
を
ふ
り
か

え

り
、

自
分

や
家
族
が
で
き

そ
う

な
こ

と
を

考
え
、
ワ
ー
ク

シ
ー

ト
に

書
い

て
い
る
。
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（
４
）

 展
開

 
学
習
活
動

 
支
援
・
指
導

 
時
間

 
備

考
 

 １
．
前
時
の
学
習
を

 
ふ
り
返
る
。

 

T１
 

T２
・
３

 
   ６

 
  

     

○
前
時
の
学
習
で
出
し
合
っ
た

、「
よ
り
よ

く
成
長

す
る

た
め
に
必
要
な
も

の
（

模

造
紙
に
提
示

）」
を
見
せ
る
。
 

○
子

ど
も

た
ち

か
ら

出
た

考
え

を
①

食

事
、
②
運
動
、
③
睡
眠
（
休
養
）
に
分
類

し
て
お
く
 

○
本
時
は
、「

食
事
と
運
動
」
に
焦
点
を
当

て
て
学
習
す
る
こ
と
を
伝
え
る
。
 

   

 

２
．
 よ

り
よ
く
成
長

す
る

た
め
に

、
食

事
・

運
動
で

は
ど

ん
な

こ
と
が

大
切

か
考
え
る
。

 
 （

１
）
食

事
で

は
ど

ん
な

こ
と
が

大
切

か
考
え
る
。

 
                 （

２
）
運

動
で

は
ど

ん
な

こ
と
が

大
切

か
考
え
る
。

 
            

 
  

○
食

事
に

つ
い
て
栄
養
教
諭
に
、
運
動

に

つ
い

て
体

育
専
科
教
諭
に
説
明
を
求
め

る

こ
と
を
伝
え
る
。

 
・
ど
う
し
て
大
切
な
の
か
？

 
               〇
分
か
っ
た
こ
と
を
発
表
さ
せ
る
。

 
〇
お

か
わ

り
し
た
い
も
の
が
あ
る
時
だ

け

減
ら
さ
な
い
の
で
は
な
く
、
自
分
の
体
の

た
め

に
苦

手
な

も
の

も
チ

ャ
レ

ン
ジ

し

て
み
る
こ
と
を
促
す
。

 
〇
食
事
で
大
切
な
の
は

、「
バ
ラ
ン
ス
の
と

れ
た
食
事
」
と
お
さ
え
る
。

 
                〇
分
か
っ
た
こ
と
を
発
表
さ
せ
る
。

 
〇
徒

歩
通

学
や
外
遊
び
な
ど
、
自
分
の

生

活
の

中
で

で
き

る
こ

と
に

気
づ

か
せ

る
。

 
〇
運
動
で
大
切
な
の
は

、「
適
度
な
運
動
」

と
お
さ
え
る
。

 

    〇
Ｔ

３
 

よ
り

よ
い

成
長

に
は

、
バ

ラ
ン

ス
の

と

れ
た

食
事

が
必

要
で

あ
る

こ
と

に
気

づ
か

せ
て

い
く
。

 
・
給
食
の
食
べ
物
に
は
、
体
を
つ
く
る
食
品
（
た
ん

ぱ
く
質
・
カ
ル
シ
ウ
ム
）
と
そ
れ
を
助
け
る
食
品

（
ビ
タ
ミ
ン
）
が
あ
る
こ
と
、
成
長
期
に
は
特
に

「
た

ん
ぱ

く
質

」
、
「

カ
ル

シ
ウ

ム
」
、
「

ビ
タ

ミ

ン
」
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
お
さ
え
る
。

 
〇
Ｔ
３
 
既
習
の
“
栄
養
の
木
”
を
使
い
、
日
頃
の

給
食
の
量
に
目
を
向
け
さ
せ
る
。

 
・「

た
ん
ぱ
く
質
」「

カ
ル
シ
ウ
ム
」「

ビ
タ
ミ
ン
」

も
き
ち
ん
と
入
っ
て
い
る
こ
と
を
お
さ
え
る
。

 
・
減
ら
し
た
給
食
だ
と
“
栄
養
の
木
”
は
ど
う
か
考

え
さ

せ
、

よ
り

よ
い

成
長

に
は

量
の

バ
ラ

ン
ス

も
大
切
だ
と
い
う
こ
と
を
お
さ
え
る
。

 
      ○

T２
 
適
度
な
運
動
を
行
う
と
、
ど
ん
な
よ
さ
が

あ
る

の
か

と
投

げ
か

け
、

子
ど

も
た

ち
か

ら
自

由
に

意
見

を
出

さ
せ

た
あ

と
、

運
動

す
る

こ
と

が
成
長
（
各
器
官
の
発
達
）
と
ど
う
結
び
つ
く
か

を
押
さ
え
る
。

 
・

そ
の

場
で

で
き

る
コ

ー
デ

ィ
ネ
ー

シ
ョ

ン
運

動

を
行
い
、
息
が
弾
む
感
じ
な
ど
を
体
感
さ
せ
る
。 

・
簡
単
な
運
動
に
よ
っ
て
も
、
心
臓
や
筋
肉
の
動
き

を
活
発
に
さ
せ
、
強
い
体
が
作
ら
れ
る
こ
と

 
を
伝
え
る
。

 
・
外
遊
び
（
日
光
を
浴
び
る
こ
と
）
を
す
る
こ
と
で
、

骨
の
健
康
を
保
つ
の
に
働
く
ビ
タ
ミ
ン

D
の
形

成
が
促
さ
れ
る
こ
と
な
ど
に
も
ふ
れ
る
。

 
○

T２
 
体
の
発
育
に
は
適
切
な
運
動
を
毎
日
す
る

こ
と
が
大
切
で
あ
る
こ
と
に
気
づ
か
せ
る
。

 
 

       16
 

                     13
 

           

      ･
給
食
の
写
真

 
･
掲
示
資
料

 
･
食
品
カ
ー
ド

 
    ･
栄
養
の
木

 
          

○め
 

体
の

よ
り

よ
い
成

長
の
た

め
に

食
事

・
運

動
で

は
ど
ん

な
こ

と
が

大
切

か
考

え
よ
う

。
 

 ＜
板
書
計
画
＞

 
                        

 
   

３
．
自
分

の
体

が
よ

り
よ

く
成
長

す
る

た
め

に
わ
か

っ
た

こ
と

や
、
今

の
自

分
は

ど
う
か

、
よ

り
良

く
成
長

す
る

た
め

に
自
分

が
取

り
組

み
た
い

事
に

つ
い

て
考
え

、
ま

と
め
る
。

 

    ○
今
日
の
学
習
を
ふ
り
返
り
、
わ
か
っ
た

こ
と
や
、
今
の
自
分
は
ど
う
か
、
よ
り

よ
く
成
長
す
る
た
め
に
自
分
が
取
り
組

み
た
い
こ
と
を
考
え
さ
せ
、
ワ
ー
ク
シ

ー
ト
に
書
き
、
発
表
さ
せ
る
。

 
・
次
時
で
は
睡
眠
に
つ
い
て
学
習
す
る
こ

と
を
伝
え
る
。

 

     ○
Ｔ
２
、
Ｔ
３
 
机
間
指
導
し
、
助
言
す
る
。

 

10
 

     ･
ワ

ー
ク

シ
ー

ト
 

○ま
体

が
よ
り

よ
く
成

長
す
る

た
め
に

は
、
バ

ラ
ン
ス

の
と
れ

た
食
事
・
て
き

度
な

 
運

動
が
大

切
で
あ
る

。
 

 
 

／
 
（
 
 
）

 
 食

事
…
○バ
○ラ
○ン
○ス

の
と
れ
た
食

事
 

  
 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 

    
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 

 
  

○め
 

体
の

よ
り

よ
い
成

長
の
た

め
に

食
事

・
運

動
で

は
ど
ん

な
こ

と
が

大
切

か
考

え
よ
う

。
 

 
運

動
…
○て
○き
○度

な
運
動

 

運
動
す
る
と
、
ど
ん
な
い

い
こ

と
が
あ

る
か

な
？

 
・

 
・

 
・

 
運

動
す
る
こ
と
で
発

達
す
る
器
官

 
    

 
 
○ま

体
が

よ
り

よ
く

成
長

す
る

た
め

に
は

、
バ

ラ

ン
ス
の
と

れ
た
食

事
・
て

き
度
な
運

動
が
大
切

で
あ
る
。

 

（
前
時
の

学
習

の
ま
と
め
）

 
成

長
す
る
っ
て
ど
ん
な
こ
と
？

 
・

 
・

 
よ

り
よ

く
成

長
す

る
に

は
、

何
が

必
要
だ
ろ

う
？

 
・

 
・

 
・

 

わ
か
っ
た
こ
と

 

 

自
分
に
で
き
そ
う
な
こ
と

 

え
い

よ
う
の
木

 

え
い

よ
う
の
木

 

え
い

よ
う
の
木

 

ビ
タ
ミ
ン

 カ
ル
シ
ウ
ム

 
た
ん
ぱ
く
し
つ

 

か
ら
だ

 
骨
・
歯

 

食
事

 

運
動

 

- 29 -



第
４

学
年

 
体

育
科

（
保

健
領

域
）

学
習

指
導

案
 

津
久

見
市

立
青

江
小

学
校

 
 

 
  

授
業

者
 

担
 

 
任

 
新

納
 

民
雄

（
T

1
）

 

養
護

教
諭

 
天

畠
 

千
冬

（
T

2
）

 

 
 

１
．

第
４

学
年

 
「

育
ち

ゆ
く

体
と

わ
た

し
」（

す
く

す
く

育
て

 
わ

た
し

の
体

）
 

 

２
．

本
時

の
ね

ら
い

 

・
健

康
な

生
活

に
つ

い
て

、
資

料
を

見
た

り
、

互
い

に
意

見
を

出
し

あ
い

な
が

ら
、

進
ん

で
学

習
に

取
り

組
む

こ
と

が
で

き
る

よ
う

に
す

る
。

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
関

心
・

意
欲

・
態

度
）

 

・
眠

っ
て

い
る

間
の

体
の

働
き

か
ら

、
心

と
体

が
よ

り
よ

く
成

長
す

る
た

め
に

睡
眠

は
大

切
で

あ
る

と
理

解
す

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
に

す
る

。
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
知

識
・

理
解

）
 

 

３
．

展
開

 
 

 
 

 
 

：
め

あ
て

 
 

 
 

 
 

：
学

習
内

容
 

 
 

 
 

 
 

：
発

問
・

指
示

な
ど

 

時 間
 

主
な

学
習

内
容

・
学

習
活

動
 

〇
指

導
上

の
留

意
点

 

 導 入
 

 ３
 

分
 

 １
．

前
回

ま
で

を
振

り
返

り
、

今
日

の
め

あ
て

を
知

る
。

  

 

Ｔ
１

 
Ｔ

２
 

〇
前

回
の

授
業

で
、

体
の

よ
り

よ
い

成

長
の

た
め

に
、

食

事
・

運
動

が
大

事
と

学
ん

だ
こ

と
を

押

さ
え

る
。

 

 

     〇
今

日
は

睡
眠

に
つ

い
て

学
ぶ

こ
と

を
伝

え

る
。

 

  

展 開
  

１ ２ 分
        2
 

０
 

分
   

 

 

２
．

生
活

リ
ズ

ム
が

も
た

ら
す

睡
眠

へ
の

影
響

の
ち

が
い

や
個

人
差

を
知

る
。

 

   〇
2

択
で

グ
ル

ー
プ

に
分

か
れ

る
。

 

〇
前

日
の

生
活

の
グ

ラ
フ

を
お

互
い

に
見

な
が

ら
、

違
い

や
共

通
点

が
な

い
か

話
し

合
う

。
 

   ３
．

睡
眠

中
の

体
の

働
き

に
つ

い
て

学
ぶ

。
 

        

〇
人

数
が

均
等

に

な
る

よ
う

、
グ

ル
ー

プ
分

け
を

補
助

す

る
。

 

〇
話

し
合

い
に

向

け
て

生
活

グ
ラ

フ

の
見

方
を

例
示

す

る
。
（

Ｔ
２

と
）

 

〇
話

し
合

い
の

支

援
を

行
う

。
 

○
発

問
し

、
グ

ル
ー

プ
に

分
か

れ
る

よ
う

指

示
す

る
。（

分
か

れ
る

際
、

ワ
ー

ク
シ

ー
ト

を

持
つ

よ
う

伝
え

る
）

 

〇
分

か
れ

た
ら

生
活

グ
ラ

フ
を

も
と

に
、

 

「
睡

眠
時

間
」

や
「

眠
り

の
状

態
」

に
つ

い

て
意

見
交

換
さ

せ
る

。
→

発
表

さ
せ

る
。

 

〇
睡

眠
時

間
や

質
に

よ
っ

て
、

目
覚

め
の

気

分
が

変
わ

る
こ

と
や

個
人

差
が

あ
る

こ
と

を

押
さ

え
、

今
日

の
め

あ
て

を
確

認
す

る
。

 

  〇
睡

眠
列

車
の

図
を

登
場

さ
せ

る
。

 

    〇
睡

眠
列

車
の

図
を

使
い

、
睡

眠
の

特
徴

に

つ
い

て
時

間
軸

を
使

っ
て

説
明

す
る

。
 

  

今
朝

、
起

き
た

と
き

の
気

分
は

「
す

っ
き

り
？

」「
だ

る
い

？
」

ど
っ

ち
だ

っ
た

か
な

？
 

こ
の

図
（

睡
眠

列
車

）
を

見
て

気
づ

く

こ
と

は
あ

る
か

な
？

 

め
あ

て
：

睡
眠

の
大

切
さ

を
、

眠
っ

て
い

る
間

の
体

と
心

の
働

き
か

ら
知

ろ
う

！
 

                                      

５ 分
 

                                     ４
．

適
度

な
休

養
に

つ
い

て
も

理
解

す
る

。
 

  

＜
説

明
す

る
内

容
＞

 

・
縦

軸
は

睡
眠

の
深

さ
、

横
軸

が
寝

て
起

き

る
ま

で
の

時
間

で
あ

る
。

 

・
眠

り
に

は
波

が
あ

り
、

最
初

に
深

い
眠

り
、

次
に

浅
い

眠
り

と
交

互
に

起
き

る
。

 

・
徐

々
に

眠
り

の
波

は
小

さ
く

な
っ

て
い

く
。 

 〇
ね

む
る

君
人

形
を

登
場

さ
せ

る
。

 

    〇
深

い
眠

り
の

時
に

脳
は

？
か

ら
だ

は
？

と

そ
れ

ぞ
れ

で
起

き
て

い
る

こ
と

を
ね

む
る

君

人
形

で
押

さ
え

て
い

く
。

 

     〇
骨

や
筋

肉
に

つ
い

て
は

、
成

長
ホ

ル
モ

ン

の
働

き
で

成
長

を
す

る
こ

と
を

説
明

す
る

。
 

※
保

健
集

会
の

内
容

と
つ

な
が

ら
せ

る
。

 

 ＜
押

さ
え

る
内

容
＞

 

〇
浅

い
眠

り
の

時
、

脳
は

し
っ

か
り

働
い

て

い
て

他
の

と
こ

ろ
は

ど
ん

な
働

き
を

し
て

い

る
か

を
押

さ
え

て
い

く
。

 

      
睡

眠
時

間
が

短
い

と
波

の
数

が
減

り
、

メ
ン

テ
ナ

ン
ス

の
時

間
も

減
る

こ
と

を
押

さ
え

る
。

 
   

睡
眠

の
他

、
入

浴
や

休
息

を
と

る
こ

と
で

、

体
も

心
も

休
ま

せ
る

こ
と

が
で

き
る

こ
と

を

押
さ

え
る

。
 

ま と め
 

 5 分
 

５
．

睡
眠

の
特

徴
と

心
や

か
ら

だ
に

お
こ

る
こ

と
に

つ
い

て
ふ

り
か

え
り

、
睡

眠
の

大
切

さ
を

再
確

認
す

る
。

 

 

 
    

次
回

の
学

習
「

ぐ
っ

す
り

ね
む

る
た

め
に

は
ど

ん
な

こ
と

が
大

切
か

？
」

に
つ

い
て

の

予
告

を
す

る
。

  
浅

い
眠

り
〉

 

・
脳

は
活

動
中

 

・
夢

を
見

る
 

・
情

報
の

整
理

・
記

憶
と

し
て

残
る

 

〈
深

い
眠

り
〉

 

・
体

も
脳

も
休

ん
で

い
る

 

・
成

長
ホ

ル
モ

ン
が

た
く

さ
ん

出

て
、

骨
や

筋
肉

を
成

長
さ

せ
る

 

眠
っ

て
い

る
間

に
、

最
初

に
深

い
眠

り
、

浅
い

眠
り

が
交

互
に

お
こ

り
、

眠
り

の
深

さ
は

徐
々

に
浅

く
な

る
。

 

保
健

集
会

で
登

場
し

た
ホ

ル
モ

ン

っ
て

何
だ

っ
た

か
な

？
 

ど
ん

な
は

た
ら

き
を

す
る

と
い

っ

て
い

た
か

な
？

 

深
い

眠
り

、
浅

い
眠

り
の

時
に

起
こ

っ
て

い
る

こ
と

を
学

び
、

睡
眠

の
大

切
さ

を
理

解
す

る
。

 

す
い

み
ん

に
は

、
深

い
ね

む
り

と
浅

い
ね

む

り
が

あ
り

、
体

と
心

の
成

長
に

つ
な

が
る

。

だ
か

ら
、

よ
り

よ
い

成
長

の
た

め
に

は
、

十

分
な

す
い

み
ん

・
休

よ
う

が
必

要
で

あ
る

。
 

ま
ず

、
深

い
眠

り
の

時
、

脳
と

か
ら

だ
で

は
ど

ん
な

こ
と

が
お

こ
っ

て
い

る
の

か
み

て
み

よ
う

！
 

次
に

、
浅

い
眠

り
の

時
、

脳
と

か
ら

だ
で

は
ど

ん
な

こ
と

が
お

こ
っ

て
い

る
の

か

み
て

み
よ

う
！
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第
４

学
年

 
体

育
科

（
保

健
領

域
）

学
習

指
導

案
 

 

津
久

見
市

立
青

江
小

学
校

 
 

 
  

授
業

者
：

養
護

教
諭

 
天

畠
 

千
冬

（
T

1
）

 

 
担

 
 

任
 

新
納

 
民

雄
（

T
2

）
 

 １
．

題
材

名
：

第
４

学
年

「
育

ち
ゆ

く
体

と
わ

た
し

」（
す

く
す

く
育

て
 

わ
た

し
の

体
）

 

～
ぐ

っ
す

り
ね

む
る

た
め

の
コ

ツ
を

知
ろ

う
！

～
 

 ２
．

本
時

の
ね

ら
い

 

・
よ

い
睡

眠
に

は
、

ね
る

前
の

生
活

が
関

わ
っ

て
い

る
こ

と
を

知
る

こ
と

で
、

よ
い

睡
眠

の
た

め
に

自
分

の
生

活
習

慣

を
改

善
し

て
い

こ
う

と
す

る
態

度
を

養
う

。
 

（
思

考
・

判
断

）
 

・
体

の
よ

り
よ

い
発

育
・

発
達

に
は

、
調

和
の

と
れ

た
「

食
事

」、
適

度
な

「
運

動
」
、

適
切

な
「

休
養

や
睡

眠
」

を
か

か
わ

り
合

わ
せ

て
生

活
す

る
こ

と
が

大
切

な
こ

と
を

理
解

す
る

こ
と

が
で

き
る

。
 

（
知

識
・

理
解

）
 

 ３
．

本
時

案
 

時 間
 

学
習

活
動

 
○

指
導

上
の

留
意

点
 

備
考

 

導 入 （ ３ 分 ） 

１
．
前

時
（

保
健

学
習

）
の

振
り

返
り

を
す

る
。
 

《
T

1
に

よ
る

指
導

》
 

○
前

時
の

班
に

し
て

座
ら

せ
て

お
く

。
 

○
睡

眠
の

メ
カ

ニ
ズ

ム
、

睡
眠

の
役

割
に

つ
い

て
前

時
の

学
習

内
容

を
振

り
返

ら
せ

る
。

 

○
睡

眠
・

休
養

が
体

と
心

に
と

っ
て

大
切

な
も

の

で
あ

る
こ

と
を

お
さ

え
る

。
 

○
す

っ
き

り
起

き
る

こ
と

が
で

き
て

い
な

い
子

ど
も

が
い

る
こ

と
に

着
目

し
、

ぐ
っ

す
り

眠
れ

て
い

な
い

こ
と

が
、

目
覚

め
に

影
響

す
る

こ
と

を
確

認
す

る
。

 

 

 

展  開 （ １ ８ 分 ） 

   ２
．

ど
う

し
て

ぐ
っ

す
り

眠
れ

て
い

な
い

の

か
、

前
時

の
ワ

ー
ク

シ
ー

ト
を

見
な

が

ら
考

え
る

。
 

    ３
．

よ
く

眠
る

た
め

の
コ

ツ
を

知
る

。
 

               

   ○
生

活
グ

ラ
フ

を
用

い
、

主
に

就
寝

前
の

行
動

に

着
目

さ
せ

な
が

ら
、

眠
れ

な
い

理
由

を
考

え
さ

せ
、

発
表

さ
せ

る
。

 

○
前

年
度

の
津

久
見

市
内

ア
ン

ケ
ー

ト
か

ら
、

子

ど
も

た
ち

の
就

寝
前

の
様

子
に

つ
い

て
知

ら

せ
る

。
 

 ○
就

寝
前

の
生

活
が

、
睡

眠
に

も
か

か
わ

っ
て

く

る
こ

と
を

伝
え

る
。

 

○
以

下
の

点
が

重
要

で
あ

る
こ

と
を

伝
え

る
。

ワ

ー
ク

シ
ー

ト
の

（
 

）
内

を
考

え
さ

せ
る

。
 

 
 

①
お

風
呂

の
時

間
 

 
 

②
夕

食
の

時
間

 

 
 

③
寝

る
と

き
の

明
る

さ
 

 
 

④
就

寝
前

に
ゲ

ー
ム

な
ど

を
し

な
い

 

 ○
ブ

ル
ー

ラ
イ

ト
が

睡
眠

に
与

え
る

影
響

に
つ

い
て

知
ら

せ
る

。
 

 
 

メ
ラ

ト
ニ

ン
（

ぐ
っ

す
り

ホ
ル

モ
ン

）

が
、

ブ
ル

ー
ラ

イ
ト

に
よ

っ
て

、
出

に
く

く

な
る

。
 

  

   ・
ワ

ー
ク

シ
ー

ト
 

・
ア

ン
ケ

ー
ト

 

結
果

の
グ

ラ
フ

 

       ・
ワ

ー
ク

シ
ー

ト
 

 ・
答

え
合

わ
せ

の
用

紙
 

   ・
パ

ワ
ー

 

ポ
イ

ン
ト

 

    

課
題

：
ぐ

っ
す

り
ね

む
る

た
め

に
は

、
ど

ん
な

こ
と

が
大

切
か

な
？

 

ま と め ・ ふ り か え り （ ９ 分 ） 

 ４
．

本
時

の
ま

と
め

を
お

さ
え

、
確

認
す

る
。
 

        ５
．

ぐ
っ

す
り

眠
る

た
め

に
自

分
の

生
活

を

振
り

返
ら

せ
、

目
標

を
た

て
さ

せ
る

。
 

 

      ○
よ

く
眠

る
た

め
の

コ
ツ

を
振

り
返

ら
せ

、
ま

と

め
を

行
う

。
 

         
ワ

ー
ク

シ
ー

ト
に

今
後

の
目

標
と

就
寝

ま
で

の
過

ご
し

方
を

書
か

せ
る

。
 

 
班

の
中

で
、

自
分

の
目

標
や

過
ご

し
方

を
発

表

さ
せ

る
。
（

で
き

た
ら

全
体

で
も

）
 

 ○
ワ

ー
ク

シ
ー

ト
の

活
用

に
つ

い
て

説
明

す
る

。
 

（
１

週
間

の
ふ

り
か

え
り

、
保

護
者

の
コ

メ
ン

ト

記
入

等
）

 

 

 ・
ワ

ー
ク

シ
ー

ト
 

        ・
ワ

ー
ク

シ
ー

ト
 

全 体 の ま と め( １ ５ 分) 

 

  
自

分
の

体
が

よ
り

よ
く

成
長

す
る

た
め

に

わ
か

っ
た

こ
と

に
つ

い
て

ま
と

め
る

。
 

 

《
T

2
に

よ
る

全
体

の
ま

と
め

》
 

 
体

の
よ

り
よ

い
成

長
の

た
め

に
は

、
栄

養
、

運

動
、
睡

眠
・

休
養

の
バ

ラ
ン

ス
が

大
切

で
あ

り
、

大
人

に
増

え
て

い
る

生
活

習
慣

病
予

防
に

つ

な
が

る
こ

と
を

押
さ

え
る

。
 

 
1

時
よ

り
使

っ
て

い
る

ワ
ー

ク
シ

ー
ト
（

栄
養

、

運
動

、
睡

眠
）

の
空

欄
に

学
ん

だ
こ

と
を

記
入

さ
せ

る
。

 

ワ
ー

ク
シ

ー
ト

 

（
全

体
用

）
 

  

ま
と

め
：

ぐ
っ

す
り

ね
む

る
た

め
に

は
、

ね
る

前
の

過
ご

し
方

が
大

切
に

な
る

。
 

ふ
り

か
え

り
：

ぐ
っ

す
り

ね
む

る
た

め
に

、
自

分
の

ね
る

前
の

過
ご

し
方

を
ふ

り
か

え
ろ

う
！
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１．昨日
き の う

、学校
が っ こ う

から帰
か え

ってから夜
よ る

ねむるまでの生活
せ い か つ

を書
か

いてみよう  
４時         ５           ６          ７          ８            ９          １０           １１        １２ 

        

 

 

 

 

       

        

 

 

２．よくねむるためのコツを知
し

ろう  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．これからの生活
せ い か つ

について、目標
もくひょう

をたててみよう  

 

 

 

 
４時         ５           ６          ７          ８            ９          １０           １１        １２ 

        

 

 

 

 

       

        

 

４．一週間
い ち しゅ うか ん

、目標
もくひょう

の生活
せ い か つ

が続
つ づ

けられるかな  
 

 

／ 
 

（  ） 

 

よくできた    できた    できなかった 
 

ひとこと 

 

／ 
 

（  ） 

 

よくできた    できた    できなかった 
 

ひとこと 

 

／ 
 

（  ） 

 

よくできた    できた    できなかった 
 

ひとこと 

 

／ 
 

（  ） 

 

よくできた    できた    できなかった 
 

ひとこと 

 

／ 
 

（  ） 

 

よくできた    できた    できなかった 
 

ひとこと 

 

／ 
 

（  ） 

 

よくできた    できた    できなかった 
 

ひとこと 

 

／ 
 

（  ） 

 

よくできた    できた    できなかった 
 

ひとこと 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ① （     ）は、ねる１～２時間前
じ か ん ま え

には入
はい

っておく。 

  ② （     ）は、ねる３時間前
じ か ん ま え

にはすませておく。 

  ③ ねむるときには、電気
で ん き

を（          ）ねる。 

  ④ （     ）や（     ）は、ねる１時間前
じ か ん ま え

にはやめておく。 

    理由
り ゆ う

は、（          ）が、ねむりをじゃまするから。 

ねる前
まえ

にやってみようと思
おも

うこと、続
つづ

けようと思
おも

うことを書
か

きましょう！ 

 

 

 

ぐっすりねむって、げんきいっぱい！ 

感
かん

 想
そう

 おうちの人
ひと

より 

４年    番                    

夕方 

①すいみん  ②遊
あそ

び（ゲームやテレビなど） ③習
なら

い事
ごと

  ④食事
しょくじ

  ⑤おふろ  ⑥宿題 

夕方 

４年生　保健学習：ワークシート 月　　日

すくすく育てわたしの体　② 名前

☆わかったこと

☆よりよい成長のために、
☆今の自分 　自分がとりくみたい事

☆わかったこと

☆今の自分

自分が　よりよく成長する　ために

☆よりよい成長のために、
　自分がとりくみたい事

４年生　保健学習：ワークシート 月　　日

すくすく育てわたしの体　③ 名前

☆わかったこと

☆よりよい成長のために、
☆今の自分 　自分がとりくみたい事

　※おうちの人と相談して書こう

　食事について

　運動について

　すいみんについて

自分が　よりよく成長する　ために
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「きょうのきゅうしょく、おいしそう！」教室をのぞくと笑顔で声をかけてくる1年生。入学当初から比べると

今では給食当番の活動も上手にできるようになり、「ごちそうさまでした！」と、調理員さんに大きな声で感謝

の気持ちを伝えることもできるようになりました。子どもたちは給食を食べるという体験を通して、毎日いろい

ろなことを学んでいます。

この食育だよりを通して、学校で取り組んでいる食育について少しずつご紹介しながら、ご家庭での食育にも

ご協力できれば大変うれしく思います。

ちから

うごく ねむる

たべる

本年度、青江小学校はスクールヘルスアップ事業の推進校として２年目になります。

この、「うごく」「たべる」「ねむる」ことがつながっていることを意識しながら、子どもたちが

ますます元気いっぱいに成長できますよう、学校とご家庭と地域が力を合わせていきましょう。

どうぞよろしくお願いします。
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先日の食育講演会では、子どもたちが縦割り班で生き生きと学ぶ姿が見られましたね。おうちの方々もたくさんご参加いた

だきありがとうございました。朝ごはんのはたらき（頭スイッチ・体スイッチ・おなかスイッチ）や大切さが分かり、子ども

たちの感想からも、これからの食生活をよくしていこうという気持ちが見られましたね。『自分の体は、自分が食べたもので

できている』『自分の健康は、自分で守る』ことを忘れずに、元気いっぱいに成長していってほしいと思います。

委員長部の方々、お世話になりましたm(_ _)m

で
き
る
こ
と
か
ら

や
っ
て
み
よ
う
♪

★気になる津久見市の実態★
～市保健師さんのお話より～

・生活習慣病の罹患率が高い

・塩分取りすぎ

・甘い物を食べる習慣が高い
菓子パンの消費量が多い

・夜食が多い

・朝食の欠食がみられる

・野菜を食べる量が少ない

今は平気でも、１０年後、２０年後に症状が出てくるのが

生活習慣病です。

成長期は、心も体もぐ～んと大きくなる時期ですよね。

元気に勉強したり、運動したり、遊んだりできるように、

子どものうちに望ましい食習慣を身につけましょう。
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第
６
学
年
家
庭
科
学
習
指
導
案

 
竹
田

市
立

南
部
小
学
校
 

 
 

 
 

 １
．
題
材
名

 「
く
ふ
う
し
よ
う
お
い
し
い
食
事
①
」

 
２
．
題
材
の
目
標

 
 
 
○
栄
養
の
バ
ラ
ン
ス
を
中
心
に
，

1
食
分
の
献
立
を
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

 
 
 
○
日
常
と
っ
て
い
る
食
事
の
役
割
を
考
え
て
，
関
心
を
持
ち
，
食
事
を
大

切
に
し
よ
う

と
す
る
。

 
３
．
食
育
の
視
点

 
 
 
○
体
の
成
長
や
健
康
の
た
め
に
，
自
分
の
年
齢
や
活
動
に
応
じ
た
食
事
に

つ
い
て
理
解

さ
せ
る
（
心
身

の
健

康
）

 
 
 
○
食
品
に
含
ま
れ
て
い
る
栄
養
素
や
そ
の
働
き
を
理
解
さ
せ
，
成
長
に
と

っ
て
適
切
な

食
品
選
択
が
で
き
る

力
を

育
て
る

（
食
品
を
選
ぶ
力
）

 
４
．

 指
導
の
立
場

 
 
○
児
童
に
つ
い
て

 
本
学
級
の
児
童
は
，
ほ
と
ん
ど
の
児
童
が
給
食
を
残
さ
ず
食
べ
て
い
る
。
し
か

し
、
中
に
は

好
き

嫌
い
が
多
く
，
食
べ

る
量
を
自
分
で
調
整
し
て
食
べ
て
い
る
児
童
が
数
名
い
る
。
特
に
野
菜
嫌

い
の
児
童
が
多

い
よ
う
に
見

受
け

ら
れ
る
。
肥

満
傾
向
の
児
童
も
い
る
一
方
で
，
女
子
児
童
の
な
か
に
は
，
炭

水
化
物

の
と

り
す
ぎ

を
気

に
す
る

児
童

も
い
る

。
ま

た
，

食
生
活
調
査
の
結
果
を
み
る
と
，
朝
食
の
食
品
の
組
み
合
わ
せ
が
少
な
い

た
め
に
栄
養
の

バ
ラ
ン
ス
に
偏
り

が
見

ら
れ
る

児
童
も
お
り
，
実
態
は
様
々
で
あ
る
。

 
小
学
校
高
学
年
の
時
期
は
，
活
動
量
が
増
加
す
る
と
も
に
，
体
の
成

長
も
著
し
い
た
め
，
バ
ラ
ン

ス
の
よ
い
食
事
を
と

る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
そ
こ
で
，
本
題
材
で
は
，
栄
養
素
の
バ
ラ
ン
ス
を

考
え
，

1
食
分
の
献

立
を
作
成
す
る
こ
と

で
，

バ
ラ
ン
ス
の
よ
い
食
事
を
と
る
こ
と
の
大
切
さ
に
気
づ
く
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
し
た
い

。
 

○
題
材
に
つ
い
て

 
児
童
は

5
年
生
で
調
理
の
基
本
と
栄
養
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
た
食
事

に
つ
い
て
学
習

し
，
朝

食
の
重
要
性
や
朝
食

に
合

う
お
か
ず
の
条
件
や
調
理
方
法
を
学
ん
で
き
た
。
本
題
材
は
，

1
食
分
の

献
立
作
り
を
通

し
て
，
バ
ラ
ン
ス

よ
く

食
品
を

組
み
合
わ
せ
て
食
事
を
す
る
大
切
さ
を
伝
え
た
り
，
体
に
必
要

な
栄
養

素
の

種
類
や

働
き

を
知
ら

せ
た

り
す
る

こ
と

で
，

望
ま
し
い
食
生
活
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
理
解
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る

教
材
で
あ
る
。
さ
ら
に
，
カ
ロ
リ

ー
に

つ
い
て

学
習
を
進
め
る
こ
と
に
よ
り
，

1
日
の
摂
取
カ
ロ
リ
ー
に
つ
い
て
考
え
る
こ
と

も
で

き
る
。

 
○
指
導
に
つ
い
て

 
1
時
間
目
で
は
，
栄
養
の
面
か
ら
バ
ラ
ン
ス
を
考
え

1
食
分
の
献
立
を
立
て
る

こ
と

で
，
バ
ラ
ン

ス
の

よ
い
食
事
を
と

る
こ
と
の
大
切
さ
に
気
づ
か
せ
た
い
。
ま
ず
，
料
理
カ
ー
ド
を

使
っ
て

自
分

が
食
べ

た
い

料
理
を

選
ば

せ
る
。

そ
し

て
，

ペ
ア
で
そ
れ
ぞ
れ
の
献
立
を
見
合
う
こ
と
で
，
栄
養
の
バ
ラ
ン
ス
に
目
を

向
け
さ
せ
た
い

。
 

本
時
（

2
時
間
目
）
で
は
，
ま
ず
，
自
分
が
選
ん
だ
献
立
の
栄
養
価
を
チ
ェ
ッ
ク
さ

せ
，
自
分
の

献
立

の
栄
養
バ
ラ
ン

ス
を
視
覚
的
に
と
ら
え
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
。
さ
ら
に
，
気
づ
い
た
こ
と

を
発
表
さ
せ
て

，
課
題
を
位
置
づ

け
る
。
栄
養

素
の
働
き
が
不
足
し
た
時
と
摂
り
す
ぎ
た
時
の
弊
害
に
つ
い
て

説
明
し

，
栄

養
の
バ

ラ
ン

ス
の
大

切
さ

を
理
解

さ
せ

る
。

そ
の
う
え
で
，
自
分
の
献
立
を
修
正
す
る
な
か
で
，「

主
食
・
主
菜
・
副
菜

・
汁
物

」
と

い
う

食
事
の

基
本
的

な
構

成
を

知
り
，
偏
り
な
く
バ
ラ
ン
ス
よ
く
食
べ
る
こ
と
の
大
切
さ
を
伝
え
，
自
分
の

食
生
活
を
見
つ
め
直

す
き
っ
か
け
と

し
た

い
。

指
導
に
あ
た
っ
て
は
，
学
級
担
任
と
栄
養
教
諭
が
Ｔ
Ｔ
で
授
業
を
行
い

，
そ

れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら

児
童
の
支
援
に

あ
た

り
，

児
童
一
人
ひ
と
り
が
自
分
の
食
生
活
に
関
心
を
持
ち
，
栄
養
の
バ
ラ
ン
ス

を
考
え
た
食
事

を
選
択
で
き
る
よ

う
に

配
慮
し

て
い
き
た
い
。

3
時
間
目
で
は
，
一
日
の
食
事
の
献
立
比
較
を
お
こ
な
い

，
栄
養
の
バ
ラ

ン
ス
に
加
え
適
切

な
摂

取
カ
ロ

リ
ー
に
つ
い
て
も
知
ら
せ
て
い
き
，
ス
ク
ー
ル
ヘ
ル
ス
ア
ッ
プ
事
業
の
目

的
で
あ
る
肥
満

予
防
，
生
活
習
慣

病
予

防
に
も

つ
な
げ
て
い
き
た
い
。

 
   

５
．

指
導
計
画
（
全

3
時
間
）

 
 
 

第
１
次
．
バ
ラ
ン
ス

の
よ
い
食
事

 
１

．
１

食
分
の
食
事

を
考
え
る
。

 
・

毎
日
の
食
事

に
関
心
を
も
ち

，
栄
養
を
考
え
た

食
事
の
と
り

方
を

し
よ
う
と
し
て

い
る

。
 

（
家
庭

生
活
へ
の

関
心
・
意

欲
・
態
度

）
 

２
．
栄

養
バ
ラ
ン
ス

を
考
え
て
献
立

を
作
成
す
る
。

(本
時

) 
・

毎
日
の
食
事

に
関
心
を
も
ち

，
栄
養
を
考
え
た

食
事
の
と
り

方
を

し
よ
う
と
し
て

い
る

。
 

（
家
庭

生
活
へ
の

関
心
・
意

欲
・
態
度

）
 

 
 

 
 
・
３

つ
の
グ

ル
ー
プ
の

食
品
が

そ
ろ
っ
た

１
食
分
の

献
立
に
つ

い
て

，
考
え

た
り

，
自

分
な
り

に
工
夫

し
た
り

し
て
い

る
。

（
生
活
を

創
意
工
夫

す
る
能
力

）
 

・
栄
養
の
バ
ラ

ン
ス
を
考
え
た

１
食
分
の
献
立
の

立
て
方
に
つ

い
て

理
解
し
て
い
る

。
 

（
家
庭
生

活
に

つ
い
て
の
知
識

・
理
解
）

 
 

 
第

２
次

．
カ

ロ
リ
ー
に
つ

い
て
知
る

 
１

．
1
日

の
食
事
か
ら
カ

ロ
リ

ー
に
つ

い
て

考
え
る
。

 
・

食
事
の
役
割

や
大
切
さ
に
つ

い
て
理
解
し
て
い

る
。（

家
庭
生

活
に
つ
い
て
の
知
識

・
理

解
）

 
 ６
．

本
時
案

 
（
１

）
 題

目
 
「
バ
ラ
ン
ス
の
よ
い
食

事
」
～
栄
養

バ
ラ

ン
ス
の
よ
い

夕
食
の
献
立
作

り
～

 
（
２

）
 主

眼
 

 
1
食
分
の

献
立
を
考
え
，
栄
養
バ

ラ
ン
ス
チ
ェ

ッ
ク

を
お
こ
な
う

こ
と
を
通
し
て
，
栄
養
バ

ラ
ン
ス
の
よ
い
食

事
の

組
み

合
わ
せ
方
を
知
る
こ

と
が

で
き
る
。

 
（
３

）
展
開

 
 

学
習
活
動

 
分

 
指
導

・
支
援
（
〇
：
Ｔ
１

●
：
Ｔ
２
）

 
備
考

 
１

．
栄

養
価

チ
ェ
ッ

ク
表

で
栄

養
の

バ
ラ

ン
ス

を
確

認
し

、
本

時
の

課
題

を
つ

か
む
。

 
           ２

．
栄

養
の

バ
ラ
ン

ス
を

よ
く

す
る

た
め

に
は

ど
う

す
れ

ば
い

い
か

考
え

，
栄

養
の

バ
ラ

ン
ス

を
よ

く
す

る
た

め
の

方
法

を
知
る
。

 

15
 

              10
 

     

○
前
時
の

学
習

内
容
を
振
り
返

り
，
本
時
の

め
あ

て
を
提
示
す

る
。

 

 
 

○
栄
養
価

チ
ェ

ッ
ク
表
を
配
り

、
自
分
が

選
ん

だ
献
立
の
栄
養

価
を

チ

ェ
ッ
ク
さ

せ
る

。
 

●
栄
養
価

チ
ェ

ッ
ク
用
紙
の
記

入
方
法
を
説

明
す

る
。

 
○

栄
養

価
の

バ
ラ

ン
ス

は
ど

う
だ

っ
た

か
気

づ
い

た
こ

と
を

発
表

さ

せ
る
。

 
○
自
分
の

献
立

の
問
題
点
が
見

え
て
き
た
と

こ
ろ

で
，
課
題
を

提
示

 
す
る
。

 
    ○

給
食

で
は

栄
養

の
バ

ラ
ン

ス
を

よ
く

す
る

た
め

に
ど

ん
な

工
夫

が

さ
れ
て
い

る
の

か
な
？
と
投
げ

か
け
，
栄
養

教
諭

に
つ
な
ぐ
。

 
●

３
つ

の
食

品
の

グ
ル

ー
プ

と
そ

れ
ぞ

れ
に

含
ま

れ
る

五
大

栄
養

素

に
つ
い
て
，
そ
れ
ぞ
れ
の
栄
養
素

が
体
内
で
ど
の

よ
う

な
は
た

ら
き

を

し
て
い
る

か
説

明
す
る
。

 
 

□
前

時
で

選

ん
だ

料
理

カ

ー
ド

 
 □

栄
養

価
チ

ェ
ッ

ク
表
（
ワ

ー
ク

シ
ー

ト

①
）

 
         □

五
大

栄
養

素
一

覧
表

 
  

（
め

あ
て
）
栄
養
バ
ラ
ン

ス
の
よ
い
夕

食
の

献
立
に
つ
い
て

 
考
え

よ
う

 

【
課

題
】

 
栄

養
の
バ

ラ
ン

ス
を
よ
く
す
る

た
め
に
は
ど
ん
な

献

立
が
い
い

の
か

な
？
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            ３
．
 自

分
が
考

え
た
献

立

を
修
正
す
る
。

 
   

    ４
．
 本

時
の
ま

と
め
を

す

る
。

 
 

            15
 

       5 

●
そ

れ
ぞ
れ

の
栄

養
素

が
不

足
し

た
時

ま
た

は
摂

り
す

ぎ
た

時
に

体

に
現
れ
る
症
状
に
つ
い
て
説
明
す
る
。

 
炭
水
化
物
：
（
不
足
）
ス
タ
ミ
ナ
切
れ
に
な
る

 

 
 
 
 
 

(過
剰

) 
肥
満
に
な
る

 

脂
  

  
質
：
（
過
剰
）
肥
満
や
生
活
習
慣
病
の
原
因
に
な
る

 

た
ん
ぱ
く
質
：
（
不
足
）
体
の
発
達
が
遅
れ
る
，
筋
力
が
低
下
す
る

 

無
機
質
：（

不
足
）
骨
が
弱
く
な
る
，
貧
血
に
な
る

 

ビ
タ
ミ
ン
：
（
不
足
）
体
調
を
崩
し
や
す
く
な
る

 

●
今
日
の
給
食
を
例
に
あ
げ
，
給
食
で
は

多
く

の
食
品
が
使
わ

れ
て

い

る
こ
と
を
知
ら
せ
，
さ
ら
に
，
主
食
・
主
菜
・
副
菜
が
そ
ろ
う

よ
う
に

料
理
を
組
み
合
わ
せ
て
お
り
，
そ
う
す
る

こ
と

で
自
然
と
５
大

栄
養

素

が
そ
ろ
い
，「

栄
養
バ
ラ
ン
ス
が
よ
く
な
る
」

こ
と

を
説
明
す
る

。
 

○
自

分
が
考

え
た

献
立

を
栄

養
価

チ
ェ

ッ
ク

表
を

使
っ

て
修

正
さ

せ

る
。

 
※
栄
養
バ
ラ
ン
ス
が
整
っ
た
献
立
作
成
が
で

き
て

い
る
児
童
に

は
，
別

の
献
立
を
考
え
さ
せ
る
。

 
●
改
善
内
容
に
つ
い
て
，
良
い
点
を
評
価
し
た
り
，
実
践
に
つ

な
が
る

ア
ド
バ
イ
ス
を
し
た
り
す
る
。

 
○
ど
の
よ
う
に
改
善
し
た
の
か
ペ
ア
で
伝
え

あ
い
，
具
体
的
に

発
表

さ

せ
る
。

 

 

●
体

の
基
礎

を
作

る
成

長
期

で
は

特
に

栄
養

の
バ

ラ
ン

ス
を

考
え

た

食
事
を
す
る
必
要
が
あ
る
と
い
う
こ
と
を
伝

え
る

。
 

○
家
庭
で
の
食
事
の
様
子
か
ら
，
自
分
の

食
事

の
と
り
方
に
つ

い
て

振

り
，
こ
れ
か
ら
の
食
事
で
気
を
つ
け
る
こ
と
を
ワ

ー
ク

シ
ー
ト

に
記

入

さ
せ
る
。

 

        □
給

食
写

真
 

□
栄

養
価

グ

ラ
フ

 
 □

料
理

カ
ー

ド
 

□
ホ

ワ
イ

ト

ボ
ー
ド

 
□

ワ
ー

ク
シ

ー
ト
②

 
          □

ワ
ー

ク
シ

ー
ト
②

 
 

     

【
ま
と
め
】

 
主
食
・
主
菜
・
副
菜
・
汁
物
を
組
み
合
わ
せ
、
五

大
栄

養
素
が

そ
ろ
う
と
栄
養
の
バ
ラ
ン
ス
が
よ
い
献
立
に
な
る

。
 

６年　家庭科　くふうしよう　おいしい食事①

自分で作成した献立の栄養バランスをチェックしよう

名前

【気づいたこと】

活動１

ビタミン ８０％

１００％

炭水化物

脂質

たんぱく質
無機質

１2０％

６年　家庭科　くふうしよう　おいしい食事①

給食から献立作成のポイントを学び、自分の献立を見直そう

名前

★修正した献立の栄養バランスをチェックしよう

自分の食事のとり方について振り返り，これからの食事で気をつけることを書きましょう。

活動２

ビタミン ８０％

１００％

炭水化物

脂質

たんぱく質
無機質

１2０％
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